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ありがとう市民会館ありがとう市民会館



定
例
会

2
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【
２
月
】

20
日・開
会

　
　
・ 会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
・ 会
期
の
決
定

　
　
・ 議
案
の一括
上
程　
　
　

　
　
（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
） 

21
日・休
会（
議
案
研
究
）

　
　
・発
言
内
容
通
告
締
切

22
日・ 休
会（
議
案
研
究
）

23
日・休
会

24
日・休
会

25
日・休
会（
議
案
研
究
）

26
日・ 議
案
審
議
、質
疑
、

　
　
　
　
　
　

討
論
、採
決

27
日・ 休
会（
議
案
整
理
）

28
日・ 総
務
建
設
環
境
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
）

【
３
月
】

1
日・ 休
会（
議
案
整
理
）

2
日・休
会

3
日・休
会

4
日・ 新
年
度
予
算
審
査
特
別

　
　

 

委
員
会（
現
地
調
査
）

5
日・ 新
年
度
予
算
審
査
特
別

　
　

 

委
員
会

6
日・ 休
会（
議
案
整
理
）

7
日・ 新
年
度
予
算
審
査
特
別

　
　

 

委
員
会
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２
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1
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議
案
整
理
）

2
日・休
会

3
日・休
会

4
日・ 新
年
度
予
算
審
査
特
別

　
　

 

委
員
会（
現
地
調
査
）

5
日・ 新
年
度
予
算
審
査
特
別

　
　

 

委
員
会

6
日・ 休
会（
議
案
整
理
）

7
日・ 新
年
度
予
算
審
査
特
別

　
　

 

委
員
会

平
成
31
年  
鹿
島
市
議
会

　
　

３
月
定
例
会
会
期
日
程

議案第1号 平成３１年度鹿島市一般会計予算について
議案第2号 平成３１年度鹿島市公共下水道事業特別会計予算について
議案第3号 平成３１年度鹿島市国民健康保険特別会計予算について
議案第4号 平成３１年度鹿島市後期高齢者医療特別会計予算について
議案第5号 平成３１年度鹿島市給与管理特別会計予算について
議案第6号 平成３１年度鹿島市水道事業会計予算について
議案第7号 鹿島市職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について
議案第8号 鹿島市民会館条例を廃止する条例の制定について
議案第9号 鹿島市公告式条例の一部を改正する条例の制定について
議案第10号 鹿島市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案第11号 鹿島市職員の自己啓発等休業に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
議案第12号 鹿島市職員給与条例の一部を改正する条例の制定について
議案第13号 市長及び副市長の諸給与条例の一部を改正する条例の制定について
議案第14号 教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案第15号 鹿島市議会議員の議員報酬並びに費用弁償等支給条例の一部を改正する条例の制定について
議案第16号 鹿島市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案第17号 鹿島市子どもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案第18号 平成３０年度鹿島市一般会計補正予算（第５号）について
議案第19号 平成３０年度鹿島市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）について
議案第20号 平成３０年度鹿島市谷田工場団地造成・分譲事業特別会計補正予算（第１号）について
議案第21号 平成３０年度鹿島市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について
議案第22号 平成３０年度鹿島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について
議案第23号 平成３０年度鹿島市給与管理特別会計補正予算（第２号）について
議案第24号 平成３０年度鹿島市一般会計補正予算（第６号）について
議案第25号 平成３１年度鹿島市一般会計補正予算（第１号）について
議案第26号 鹿島市中村住宅整備事業の事業契約の変更について
議案第27号 鹿島市副市長の選任について
議案第28号～第39号 鹿島市農業委員会委員の任命について
諮問第1号 人権擁護委員候補者の推薦について
諮問第2号 人権擁護委員候補者の推薦について
議員提案第1号 鹿島市議会基本条例の一部を改正する条例の制定について
議員提案第2号 鹿島市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 
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採　決　結　果次のことを審議し決定しました

○･･･賛成　×･･･反対　退･･･退席　欠･･･欠席　※･･･（監査委員のため審議に参加できない）

8
日・ 新
年
度
予
算
審
査
特
別

　
　

 

委
員
会

9
日・休
会

10
日・休
会

11
日・ 新
年
度
予
算
審
査
特
別

　
　

 

委
員
会

12
日・新
年
度
予
算
審
査
特
別

　
　

 

委
員
会

13
日・ 休
会（
議
案
整
理
）

14
日・ 一般
質
問（
３
名
）

15
日・ 一般
質
問（
２
名
）

16
日・休
会

17
日・休
会

18
日・一般
質
問（
２
名
）

19
日・休
会（
議
案
整
理
）

20
日・休
会（
議
案
整
理
）

21
日・休
会

22
日・ 委
員
会
審
査
報
告

　
　

 

・ 議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、

　
　

 

採
決

　
　

 

・閉
会  

 

 

 

 

自
　
平
成
31
年
２
月
20
日

至
　
平
成
31
年
3
月
22
日

２
、日
程

1
、会
期

［平成31年３月議会号］ ［平成31年3月議会号］



議
案
審
議

議
案
審
議

４５

一
般
質
問

鹿
島
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
10
号

鹿
島
市
子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
17
号

鹿
島
市
子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
17
号

　

片
渕
　
清
次
郎 

議
員

質
問　

民
間
業
界
の
中
に
は
、

一
ヶ
月
の
残
業
が
百
時
間
を

超
え
た
ら
労
働
基
準
監
督
署

へ
の
届
出
、
三
ヶ
月
を
超
え

た
ら
医
師
の
健
康
診
断
受
診
、

業
務
改
善
計
画
の
提
出
を
求

め
ら
れ
る
等
厳
し
い
監
査
が

行
わ
れ
た
り
す
る
が
、
鹿
島

市
は
職
員
の
残
業
時
間
に
対

し
て
労
働
基
準
監
督
署
の
よ

う
な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
あ
る

の
か
。

答
弁　

鹿
島
市
は
地
方
公
共

団
体
で
労
働
基
準
監
督
署
の

適
用
は
な
い
。
地
方
公
務
員

法
に
則
り
職
員
の
勤
務
を
運

営
、
管
理
し
て
い
る
。
残
業

が
百
時
間
を
超
え
る
職
員
に

つ
い
て
は
総
務
課
で
健
康
管

理
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　

徳
村
　
博
紀 

議
員

質
問
一
　
新
た
に
高
校
生
の

入
院
に
係
る
医
療
費
の
補
助

と
い
う
こ
と
で
大
変
あ
り
が

た
い
こ
と
だ
が
、
中
学
生
ま

で
の
医
療
費
は
現
物
給
付
方

式
で
手
続
き
。
手
間
が
か
か

ら
な
い
。
今
回
は
な
ぜ
保
護

者
の
手
間
が
か
か
る
償
還
払

い
方
式
に
し
た
の
か
。

答
弁　

現
物
給
付
の
方
が
経

費
が
多
く
か
か
る
こ
と
、
県

内
の
病
院
間
で
移
動
が
あ
っ

た
場
合
、
対
応
が
し
に
く
い

と
い
う
面
が
あ
る
た
め
。

質
問
二
　
今
後
現
物
給
付
方

式
に
切
り
替
え
て
欲
し
い
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
も
段
階
的

に
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら

も
段
階
的
に
考
え
て
い
き
た

い
。

要
望
　
今
後
は
手
続
き
上
簡

単
な
、
現
物
給
付
方
式
を
念

頭
に
お
い
て
調
整
を
し
て
頂

き
た
い
。

　
　
　

勝
屋
　
弘
貞 

議
員

質
問
　
子
育
て
支
援
に
お
け

る
段
階
的
な
医
療
費
負
担
軽

減
は
評
価
す
る
が
、
現
在
の

保
護
者
負
担
総
額
は
。

　

ま
た
、
通
院
時
に
お
け
る

負
担
は
安
易
な
利
用
抑
制
に

つ
な
が
る
と
思
う
と
こ
ろ
だ

が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、
入
院
時
の
負
担
軽
減
が

考
え
ら
れ
る
。
入
院
は
医
師

の
判
断
に
よ
る
も
の
で
、
あ

え
て
入
院
の
た
め
病
院
に
連

れ
て
く
る
こ
と
は
な
い
と
思

う
が
、
そ
の
数
は
。

答
弁　

29
年
度
実
績
の
試
算

で
約
２
４
９
０
万
円
、
そ
の

他
で
約
９
８
４
０
万
円
、
計

約
１
億
２
０
０
０
万
円
が
中

学
生
以
下
の
医
療
費
額
と
な

る
。
入
院
は
月
額
１
０
０
０

円
×
４
９
０
件
の
49
万
円

だ
。

平
成
31
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）に
つ
い
て

議
案
第
25
号

　
　
　

松
尾
　
征
子 

議
員

■
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ

い
て

質
問
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
の
事
業
は
、
説
明
で
は

消
費
税
に
よ
る
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ど
の
く
ら
い
の
市
民
に
影
響

す
る
の
か
。

答
弁　
非
課
税
世
帯
4
3
0
0

人
、
2
〜
３
歳
の
い
る
家
庭

7
0
0
人
、
合
計
5
0
0
0

人
。
１
冊
5
0
0
0
円
分
を

4
0
0
0
円
で
、
１
人
５
冊

と
な
る
期
間
は
６
ヶ
月
あ
る
。

意
見
　
取
る
の
は
取
っ
て
返

す
の
な
ら
最
初
か
ら
、
取
ら

な
け
れ
ば
い
い
。
ま
る
で

駄
々
を
こ
ね
る
子
供
に
飴
玉

を
舐
め
さ
せ
て
黙
ら
せ
る
よ

う
な
も
の
。
消
費
税
を
と
る

こ
と
が
家
計
を
苦
し
め
る
こ

と
が
わ
か
り
な
が
ら
平
気
で

や
る
今
回
の
国
の
や
り
方
は
、

許
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

地
方
創
生・
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

片
渕
　
清
次
郎
　
議
員

質
問
一　

若
者
雇
用
対
策

「
第
一
回
企
業
説
明
会
」
の

成
果
は
。

答
弁
　
高
校
生
１
６
６
名
と

市
内
企
業
20
社
が
参
加
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
概
ね
好

評
だ
っ
た
。
「
鹿
島
の
企
業

を
知
る
良
い
機
会
だ
っ
た
」

「
進
路
選
択
の
大
事
な
説
明

会
だ
っ
た
」
等
、
多
く
の
声

が
聞
か
れ
た
。
今
後
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
や
保

護
者
対
象
の
開
催
も
検
討
し

て
い
く
。

質
問
二
　
新
工
場
団
地
造
成

計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

答
弁
　
谷
田
工
場
団
地
分
譲

終
了
に
伴
い
、
平
成
31
年
度

予
算
に
企
業
誘
致
対
策
事
業

と
し
て
新
規
工
場
団
地
適
地

調
査
委
託
料
を
予
定
し
て
い

る
。
そ
し
て
県
や
企
業
誘
致

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し

て
い
く
。

質
問
三
　
鹿
島
市
へ
の
移
住

定
住
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

答
弁
　
浜
町
の
移
住
体
験
施

設
（
旧
筒
井
家
）
利
用
の
方

が
今
年
一
月
に
移
住
さ
れ
て

こ
ら
れ
た
。
東
京
や
福
岡
で

開
催
の
移
住
フ
ェ
ア
に
鹿
島

市
も
出
展
し
、
住
み
や
す
さ
、

人
の
良
さ
等
、
「
鹿
島
の
魅

力
」
を
発
信
し
て
い
る
。
ま

た
、
就
業
相
談
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

質
問
四
　
児
童
へ
の
い
じ
め
、

親
か
ら
の
暴
力
に
対
す
る
教

育
委
員
会
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
。

答
弁
　
児
童
は
最
初
に
い
じ

め
ア
ン
ケ
ー
ト
で
訴
え
て
い

る
。
初
期
対
応
が
最
も
重
要

で
あ
り
、
学
校
や
児
童
相
談

所
、
市
福
祉
課
、
民
生
児
童

委
員
、
警
察
の
横
の
つ
な
が

り
を
強
め
て
い
く
。

質
問
五
　
防
災「
受
援
計
画
」

に
つ
い
て
。

答
弁
　
本
年
度
中
に
災
害
時

の
「
事
業
継
続
計
画
」
や
、

支
援
を
受
け
る
時
に
備
え
て

「
受
援
計
画
」
を
制
定
す
る
。

こ
れ
ま
で
、
北
部
九
州
豪
雨

災
害
で
被
災
し
た
福
岡
県
う

き
は
市
へ
視
察
を
行
い
、
消

防
や
自
衛
隊
、
警
察
と
連
携

す
る
素
案
作
り
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
熊
本
地
震
で
被

災
し
た
熊
本
県
西
原
村
へ
災

害
支
援
で
職
員
を
13
名
派
遣

し
、
避
難
所
運
営
や
、
り
災

証
明
発
行
業
務
等
を
行
っ
て

お
り
、
支
援
の
経
験
が
受
援

に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
力
に
も
期
待
し
て
い

る
。

保
険
料
の
無
料
化
を

　
　
　

松
尾
　
征
子 

議
員

質
問
一 

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
保
険
料
を
払
っ
て
も

十
分
病
院
へ
掛
か
れ
な
い
人

が
多
い
。

　

保
険
料
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

２
年
毎
の
改
正
。
均

等
割
り
4
万
7
8
0
0
円
、所

得
割
8.
8
%
。4
万
9
5
0
0

円
、9.
6
%
、
5
万
2
8
0
0

円
、
9.
8
8
%
と
変
わ
っ
て

い
る
。

質
問
ニ 

定
期
的
に
大
幅
に

上
が
っ
て
い
る
。
払
う
高
齢

者
の
年
金
は
下
が
る
ば
か
り
、

保
険
料
を
無
料
に
す
る
こ
と
。

答
弁　

国
の
制
度
と
し
て
確

立
し
て
い
る
。

　

知
事
会
・
市
長
会
は
国
に

低
所
得
者
の
た
め
に
保
険
料

の
上
昇
を
更
生
す
る
た
め
財

政
措
置
な
ど
を
要
望
し
て
い

る
。
鹿
島
市
も
市
長
会
に
要

望
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

保
険
料
に
つ
い
て
は
今
、

全
体
の
78
・
82
％
の
対
象
者

が
軽
減
を
受
け
て
い
る
。

質
問
三 

軽
減
は
あ
っ
て
も

大
変
な
事
態
に
は
変
わ
り
は

な
い
。
市
単
独
の
対
策
も
執

る
べ
き
だ
。

質
問
一 

要
介
護
認
定
だ
け

で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
と
い
う
事
で
ス
タ
ー

ト
し
た
制
度
。
制
度
が
変
わ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
十
分
な

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
。

介
護
ヘ
ル
パ
ー
不
足
で
事
業

を
や
め
た
り
、
縮
小
す
る
事

業
所
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

今
の
介
護
の
実
態
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
、
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

答
弁　

介
護
を
受
け
る
人
の

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
の

で
、

①
要
介
護
・
要
支
援
に
な
ら

　

な
い
よ
う
に
健
康
寿
命
の

　

援
助
を
図
る
。

②
在
宅
者
の
生
活
支
援
。

③
支
え
合
い

④
生
き
が
い
づ
く
り
、
老
人

　

会
・
シ
ル
バ
ー
な
ど

⑤
医
療
・
介
護
の
専
門
機
関

　

と
連
携
を
と
る
。

質
問
二　

こ
れ
か
ら
も
だ
が
、

今
お
か
れ
て
い
る
人
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
。

　

ヘ
ル
パ
ー
不
足
。
介
護
を

受
け
ら
れ
な
い
人
。
事
業
所

の
問
題
な
ど
、
市
が
独
自
の

取
り
組
み
を
す
べ
き
。
今
、

介
護
度
を
軽
く
さ
れ
介
護
が

受
け
ら
れ
な
い
人
が
出
て
い

る
。
軽
く
な
る
は
ず
が
な
い
。

金
を
か
け
な
い
た
め
に
や
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁　

介
護
保
険
法
は
、
自

立
支
援
を
目
的
と
し
て
い
る
。

自
立
支
援
を
促
し
て
い
く
の

が
一
番
重
要
な
こ
と
と
思
う
。

必
要
な
人
が
誰
も
介
護

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

▲話を聞く高校生たち
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一
般
質
問

６ ６ ６７

一
般
質
問

カ
モ
に
よ
る
食
害
に
つ
い
て

稲
富
　
雅
和 

議
員

質
問
　
カ
モ
に
食
べ
ら
れ
た

後
の
海
苔
は
育
成
不
良
で
生

産
が
出
来
な
く
な
る
。
食

害
が
増
え
て
い
る
現
状
を
、

市
は
ど
う
考
え
対
策
を
す

る
の
か
。

答
弁
　
環
境
保
全
の
立
場
で
、

オ
ナ
ガ
ガ
モ
、
ヒ
ド
リ
ガ
モ

に
よ
る
影
響
が
大
き
い
。
い

ち
早
く
研
究
し
て
い
る
福
岡

県
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー

有
明
研
究
所
に
視
察
研
修
に

行
っ
た
。
爆
音
器
の
設
置
で

の
追
い
払
い
な
ど
漁
協
、
猟

友
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
対
策
を
行
っ
て
き
た
。

環
境
保
全
、
水
産
振
興
や
各

方
面
よ
り
食
害
対
策
を
行
っ

て
き
た
。

質
問
　
教
育
長
の
手
腕
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

教
育
長
の
考
え
今
後
の
進
め

方
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

答
弁
　
こ
の
３
ヶ
月
間
、
市

の
こ
と
を
ま
ず
知
る
。

　

使
命
は
思
い
つ
き
で
新
し

い
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
く
、

任
さ
れ
た
任
期
の
中
で
鹿
島

市
第
六
次
総
合
計
画
、
子
ど

も
教
育
大
綱
を
具
体
的
に
実

行
し
て
い
く
こ
と
。

　

教
育
基
本
法
の
中
に
あ
る

個
性
を
尊
重
し
確
か
な
学
力
、

豊
か
な
人
間
性
、
健
康
な
体

力
「
知
・
徳
・
体
」
の
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
教
育
推
進
を
し

て
い
く
事
が
大
切
で
、
教
育

長
と
し
て
趣
旨
を
尊
重
し
具

体
的
な
政
策
を
実
行
し
て
い

く
。

　

学
力
の
捉
え
方
と
し
て
、

基
礎
、技
能
、判
断
力
、表
現

力
、意
欲
、態
度
こ
の
事
を
混

じ
り
合
わ
せ
学
力
向
上
に
向

け
て
取
り
組
み
た
い
。

　

も
う
一
つ
が
教
職
員
の
資

質
向
上
。「
教
育
は
人
な
り
」

最
高
の
教
育
環
境
は
教
職
員

集
団
。
校
長
を
中
心
に
向
上

心
を
持
っ
た
組
織
と
な
る
よ

う
に
、
職
員
が
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
、
教
育
長
と
し

て
さ
さ
え
て
い
く
。

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

福
井
　
正
　
議
員

　

鹿
島
市
の
人
口
は
、
昭
和

29
年
の
約
４
万
人
か
ら
平
成

31
年
3
月
に
は
２
万
9
0
0
0

人
台
に
減
少
し
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
推
移
す
る
と
、
さ
ら

に
減
少
す
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
対
策
を
質
問
し
た
。

質
問
一　

空
き
家
・
空
き
店

舗
が
増
加
し
て
い
る
が
そ
の

対
策
は
。

答
弁
　
浜
宿
の
空
き
店
舗
に

5
年
間
で
9
人
移
住
さ
れ
営

業
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
古
民

家
を
改
修
し
移
住
体
験
を
行

い
、
現
在
1
人
が
移
住
さ
れ
、

移
住
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

も
い
る
。
不
動
産
業
者
と
連

携
し
、
移
住
体
験
を
通
じ
空

き
家
対
策
を
行
な
っ
て
い
る
。

危
険
空
き
家
は
相
続
や
経
済

的
原
因
が
あ
る
。
危
険
家
屋

解
体
に
２
分
の
１
最
大
50
万

円
の
補
助
が
あ
る
。

質
問
二　

鹿
島
市
の
働
き
方

改
革
の
取
り
組
み
と
臨
時
職

員
・
嘱
託
職
員
の
数
と
待
遇

は
。

答
弁
　
職
員
の
残
業
対
策
は

法
令
に
従
い
実
施
す
る
。
臨

時
職
員
・
嘱
託
職
員
は
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
2
1
6
人
、

特
別
職
71
人
。
報
酬
は
臨
時

7
0
6
0
円
、
日
々
雇
用
時

給
8
2
0
円
。
社
会
保
険
は

条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
適

用
さ
れ
る
。

質
問
三　

鹿
島
・
武
雄
商
工

会
議
所
の
商
工
業
者
の
鹿
島

市
後
継
者
調
査
で
46
・
5
%

が
後
継
者
が
い
な
い
と
の
結

果
で
あ
っ
た
。
後
継
者
対
策

は
ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
中

小
企
業
振
興
条
例
制
定
の
考

え
は
。
新
規
開
業
者
へ
の
支

援
策
は
。

答
弁
　
中
小
企
業
の
後
継
者

に
も
農
漁
業
だ
け
で
な
く
後

継
者
支
援
が
で
き
る
制
度
で

あ
り
、
配
慮
し
て
い
る
。
中

小
企
業
振
興
条
例
は
、
業
種

が
多
岐
で
あ
り
制
度
設
計
が

困
難
で
あ
る
。
新
規
開
業
者

に
は
県
の
支
援
制
度
が
あ
る
。

質
問
四　

鹿
島
市
の
工
業
団

地
建
設
の
現
状
は
。

答
弁
　
４
か
所
を
選
定
し
今

後
調
査
し
て
い
く
。
ま
た
西

牟
田
の
御
神
松
の
空
き
店
舗

に
I
T
農
業
機
械
企
業
の

「
い
な
ほ
」
が
進
出
さ
れ
た
。

質
問
五　

鹿
島
市
の
子
育
て

支
援
と
し
て
他
市
町
等
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
、
出
産
祝

い
金
や
小
中
学
校
の
給
食
費

無
償
化
に
取
り
組
む
考
え
は
。

答
弁
　
出
産
祝
い
金
は
県
内

の
市
町
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
事

情
が
あ
っ
て
の
取
り
組
み
と

考
え
る
。
鹿
島
市
で
は
出
産

時
に
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
を
お

祝
い
に
贈
呈
し
て
い
る
。
ま

た
給
食
費
無
償
化
は
約
1
億

8
0
0
万
円
の
費
用
が
か
か

り
困
難
で
あ
る
。

児
童
虐
待
に
つ
い
て

樋
口
　
作
二 

議
員

質
問
一　

鹿
島
市
の
児
童
虐

待
の
実
態
は
ど
う
か
。

答
弁　

全
国
的
に
は
増
加
し

て
い
る
が
、
鹿
島
市
で
は
減

少
傾
向
で
あ
る
。
し
か
し
、

児
童
相
談
所
に
保
護
さ
れ
る

重
篤
な
ケ
ー
ス
も
時
折
発
生

し
て
い
る
。

質
問
二　

支
援
体
制
は
十
分

か
。

答
弁　

要
保
護
児
童
対
策
実

務
者
会
議
を
中
心
に
、
市
の

関
係
部
署
の
ほ
か
児
童
相
談

所
や
警
察
と
も
情
報
交
換
を

行
い
、
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡

ら
せ
て
情
報
収
集
し
、
支
援

に
当
た
っ
て
い
る
。

質
問
三　

新
設
さ
れ
る
子
育

て
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は

児
童
虐
待
に
ど
う
か
か
わ
っ

て
い
く
の
か
。

答
弁　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
中

に
、
新
た
に
保
健
師
と
助
産

師
を
配
置
し
、
妊
娠
期
か
ら

の
子
育
て
相
談
に
あ
た
る
と

と
も
に
、
児
童
虐
待
の
可
能

性
が
な
い
か
に
つ
い
て
も
応

対
の
中
で
確
認
す
る
。

質
問
四　

子
ど
も
の
権
利
条

約
を
広
く
市
民
に
周
知
す
る

活
動
は
あ
る
か
。

答
弁　

市
の
人
権
同
和
対
策

課
で
開
催
し
て
い
る
人
権
学

習
会
の
ほ
か
、
毎
月
の
民
生

児
童
委
員
会
で
は
児
童
憲
章

を
朗
読
し
て
子
ど
も
の
権
利

の
意
識
を
広
め
て
い
る
。

質
問
一　

有
明
海
産
の
カ
キ

の
特
徴
は
何
か
。

答
弁　

主
に
シ
カ
メ
ガ
キ
、

マ
ガ
キ
、
ス
ミ
ノ
エ
ガ
キ
の

３
種
類
が
水
揚
げ
さ
れ
、
干

満
の
差
が
大
き
い
潮
の
影
響

な
ど
で
い
ず
れ
も
味
が
良

い
。

質
問
二　

カ
キ
を
使
っ
た
特

徴
的
な
料
理
は
あ
る
か
。

答
弁　

カ
キ
焼
き
や
蒸
し
ガ

キ
に
し
て
食
べ
る
の
が
一
般

的
で
あ
る
が
、
む
き
身
を
使

っ
た
「
お
ろ
し
ば
た
汁
」
な

ど
伝
統
的
な
料
理
も
残
っ
て

い
る
。

質
問
三　

カ
キ
増
産
や
環
境

改
善
の
た
め
、
カ
キ
礁
を
増

や
す
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。

答
弁　

漁
業
権
と
の
関
係
で

簡
単
に
は
で
き
な
い
。

意
見　

関
係
者
の
連
携
で
是

非
実
現
し
て
ほ
し
い
。

質
問
四　

ク
チ
ゾ
コ
の
漁
獲

状
況
は
ど
う
か
。

答
弁　

ア
カ
シ
タ
ビ
ラ
メ
が

中
心
で
あ
る
が
、
漁
獲
量
は

年
々
減
少
し
て
い
る
。

質
問
五　

旬
を
も
と
に
し
た

食
品
は
あ
る
か
。

答
弁　

経
済
効
果
を
考
え
、

な
る
べ
く
一
年
を
通
し
て
賞

味
で
き
る
食
品
が
作
ら
れ
、

旬
を
限
定
し
た
食
品
は
少
な

い
。

地
方
創
生
と
鹿
島
な
ら

で
は
の「
食
」に
つ
い
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
周
知
に
つ
い
て

杉
原
　
元
博 

議
員

質
問
一　

市
と
し
て
今
後
ど

の
様
に
取
り
組
み
、
何
を
目

指
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　

大
き
く
５
つ
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。
①
健

康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
。
②

生
活
支
援
の
充
実
③
地
域
で

の
支
え
合
い
の
醸
成
。
④
高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の

推
進
。
⑤
医
療
や
介
護
な
ど

の
専
門
機
関
と
の
連
携
強
化
。

質
問
ニ　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
数
と
養
成
講
座
の
今
年

度
の
開
催
状
況
に
つ
い
て
聞

く
。

答
弁　

受
講
者
は
延
べ
3
2

7
0
人
で
、
平
成
30
年
度
は

7
回
開
催
し
、
参
加
人
数
は

1
5
6
人
。

質
問
三　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
役

割
を
明
確
に
し
て
、
活
躍
を

後
押
し
す
る
取
り
組
み
が
必

要
で
は
。

答
弁 

「
認
知
症
の
声
掛
け

訓
練
」
を
実
施
。
更
に
介
護

施
設
や
支
え
る
方
々
の
集
ま

り
で
あ
る
「
認
知
症
オ
レ
ン

ジ
カ
フ
ェ
」
も
開
催
し
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
活
躍
が
進
ん
で

い
く
よ
う
継
続
し
て
い
く
。

質
問
四　

「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
が
浸
透
し
て
い

く
よ
う
に
、
周
知
方
法
に
つ

い
て
聞
く
。

答
弁　

地
域
ケ
ア
会
議
や
生

活
支
援
体
制
整
備
の
実
施
、

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
や
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
等
の
認
知
症

対
策
を
通
じ
周
知
を
図
る
。

質
問
一　

若
者
の
流
出
の
歯

止
め
対
策
に
つ
い
て
。

答
弁　

綱
引
き
論
で
あ
り
、親

の
考
え
を
押
し
付
け
て
も
い

け
な
い
。必
要
な
事
は
魅
力
あ

る
鹿
島
を
作
っ
て
い
く
事
。

質
問
ニ　

学
校
の
部
活
動
や

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
躍
の

状
況
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁　

九
州
や
全
国
大
会
に

出
場
し
、
多
く
の
入
賞
も
さ

れ
て
い
る
。
毎
月
の
市
報
で

活
躍
の
紹
介
の
ペ
ー
ジ
を
設

け
て
お
り
、
お
知
ら
せ
を
し

て
い
く
。

質
問
三　

大
学
駅
伝
合
宿
の

状
況
と
児
童
達
と
の
触
れ
合

い
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁　

平
成
23
年
度
か
ら
始

ま
り
今
年
度
末
で
延
べ
53
団

体
が
合
宿
。
う
ち
箱
根
駅
伝

出
場
大
学
は
39
回
、
実
数
で

12
大
学
が
合
宿
。

　

陸
上
教
室
開
催
や
園
児
・

児
童
達
と
の
交
流
を
行
い
、

累
計
で
2
6
0
0
名
を
超
え

る
人
数
が
参
加
。

質
問
四　

先
般
行
わ
れ
た
鹿

島
市
企
業
説
明
会
の
模
様
、

参
加
者
の
声
、反
響
等
を
聞

く
。

答
弁　

市
内
外
の
高
校
２
年

生
1
6
6
名
参
加
。
企
業
の

プ
レ
ゼ
ン
は
殆
ど
の
生
徒
が

高
評
価
で
参
考
に
な
っ
た
と

回
答
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
６
割
ほ

ど
が
地
元
か
県
内
に
就
職
し

た
い
と
応
え
る
。
来
年
度
は

保
護
者
同
伴
の
も
と
開
催
す

る
こ
と
も
検
討
し
た
い
。

若
い
人
達
の
活
躍
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て

［平成31年３月議会号］ ［平成31年3月議会号］

▲完成した中村住宅

▲有明海産のカキ



一
般
質
問

８９

委
員
会
報
告

　去る２月２６日の本会議において、総務建設環境委員会に付託されました「議案第７号 鹿島市職員の配偶者
同行休業に関する条例の制定について」、担当職員出席のもと、２月２８日に審査を行いました。その概要及び結
果について報告します。

　条例制定の理由としては、地方公務員法に基づき、職員の仕事と家庭生活の両立を支援するため、配偶者同
行休業制度を設けたいので、条例を制定する。
　「配偶者同行休業制度」とは、継続的な勤務を促進するため、「外国で勤務等をする配偶者とその地で生活を
共にできる休業制度」として、平成２５年日本再興戦略及び平成２５年人事院勧告を踏まえて、公務員に係る法
整備がなされた。
　国において、日本再興戦略が設けられているが、その中に、女性の採用・登用の促進や男女の仕事と子育て等
の両立支援について、先ずは公務員から率先して取り組むべきことが掲載されている。その対策のひとつとし
て、配偶者の転勤に伴う離職への対応ということがある。地方公務員法に基づき、配偶者同行休業の条例を制定
することで、職員の仕事と家庭生活の両立を支援する、環境を整備する制度である。
　条例は、平成31年４月１日からの施行を予定している。
　第１条は、趣旨の規定。
　第２条は、承認することができる条件の規定。
　第３条は、休業の上限期間を３年とする規定。
　第４条は、休業の対象となる、配偶者の外国滞在の事由の規定。
　第５条は、休業の承認申請にあたり、休業期間・配偶者の外国滞在の事由を明確にしなければならないことの
　規定。
　第６条は、休業の期間の延長の規定。
　第７条は、休業の期間の再度の延長ができる特別な事情の規定。
　第８条は、休業承認の取消事由の規定。
　第９条は、休業をしている職員に届出を義務付ける事項の規定。
　第１０条は、休業をする職員の代替として、任期付採用又は臨時的任用により職員を採用することができる
　ことの規定。
　第１１条は、休業した職員が職務に復帰した場合、その給料月額を調整できる規定。
　第１２条は、退職手当を計算する際の在職期間から、休業をした期間を除算する規定。
　第１３条は、休業制度の運用にあたり、申請手続き等必要な事項は規則で定める規定。

　以上の質疑、答弁の後、採決した結果、議案第７号 鹿島市職員の配偶者同行休業に関する条例の制定につい
ては、総務建設環境委員会において、起立全員で提案のとおり可決すべきものと決しました。

　平成31年２月26日の本会議において付託された下記６議案については、３月４日に現地調査、並びに同
月５日、７日、８日、１１日及び１２日に質疑審査を行った。
　審査の結果は、下記全議案について、原案のとおり可決すべきものと決した。
　以上、会議規則第９８条の規定により報告する。

記

・議案第　１号　平成３１年度鹿島市一般会計予算について
・議案第　２号　平成３１年度鹿島市公共下水道事業特別会計予算について
・議案第　３号　平成３１年度鹿島市国民健康保険特別会計予算について
・議案第　４号　平成３１年度鹿島市後期高齢者医療特別会計予算について
・議案第　５号　平成３１年度鹿島市給与管理特別会計予算について
・議案第　６号　平成３１年度鹿島市水道事業会計予算について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新年度予算審査特別委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委 員 長　伊東　茂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副委員長　勝屋　弘貞

総務建設環境委員会　審査報告

新年度予算審査特別委員会　審査報告

鹿
島
市
の
地
域
課
題
と
対
策
に
つ
い
て

松
田
　
義
太 

議
員

質
問
一　

平
成
30
年
4
月
1

日
現
在
、
鹿
島
市
の
高
齢
化

率
は
30
・
9
%
9
1
5
8
人
、

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
化
率

は
、
16
・
4
%
4
8
6
5
人
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
世

帯
数
は
1
2
5
2
世
帯
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
医
療
、
介

護
、
介
護
予
防
、
生
活
支
援

な
ど
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
、
地
元
医
療
機
関
、

介
護
事
業
者
と
の
連
携
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
が
、
市
は

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て

い
く
の
か
。

答
弁　

生
活
支
援
体
制
事
業

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委

託
を
し
て
い
る
。
各
関
係
機

関
等
と
、
定
期
的
に
情
報
交

換
を
行
い
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
る
。

質
問
ニ　

佐
賀
県
は
、
介
護

現
場
の
将
来
を
担
う
若
者
を

応
援
す
る
た
め
に
、
平
成
31

年
度
か
ら
介
護
資
格
取
得
を

目
指
す
高
校
生
の
実
習
経
費

の
負
担
を
な
く
す
取
り
組
み

を
さ
れ
る
。
市
内
に
は
鹿
島

看
護
学
校
が
あ
り
、
今
後
の

医
療
現
場
の
将
来
を
見
据
え

た
時
、
人
材
育
成
の
面
か
ら

様
々
な
支
援
が
考
え
ら
れ
る

で
は
な
い
か
。

答
弁　

現
在
も
鹿
島
看
護
学

校
に
補
助
金
等
の
支
援
を
行

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
ど
の

よ
う
な
支
援
が
出
来
る
の
か

検
討
し
た
い
。

質
問
三　

当
市
の
人
口
は
、

平
成
29
年
に
３
万
人
を
割
り

込
み
、
平
成
30
年
4
月
現
在

2
万
9
5
9
1
人
と
な
り
、

人
口
減
少
が
加
速
し
て
い
る
。

雇
用
の
場
の
確
保
が
緊
急
の

課
題
で
あ
り
、
市
内
の
中
小

企
業
支
援
に
努
め
て
も
ら
い

た
い
。

答
弁　

市
が
独
自
に
助
成
し

て
い
る
親
元
就
農
者
へ
の
支

援
制
度
に
つ
い
て
、
商
工
業

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
、
鹿
島
独
自
の
商
工
業
の

後
継
者
対
策
を
仕
組
め
る
よ

う
、
ど
う
い
っ
た
制
度
に
す

る
の
か
検
討
し
た
い
。

質
問
四　

新
工
業
団
地
造
成

も
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

規
模
に
よ
る
が
工
業

団
地
は
、
雇
用
創
出
の
た
め

の
１
つ
の
手
段
と
し
て
必
要

と
考
え
て
い
る
。
新
年
度
予

算
に
適
地
調
査
の
た
め
の
費

用
4
0
0
万
円
を
計
上
し
て

お
り
、
候
補
地
選
定
の
作
業

に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
社
会
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

討
論

反
対
討
論

福
井
　
正
　
議
員

　
平
成
31
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
予
算
に

対
し
、
賛
成
の
立
場
で
討
論
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出
1
3
9
億

6
1
0
0
万
円
で
あ
り
、
後
年
度
負
担
や
、

中
長
期
的
に
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
目

指
し
、
定
住
促
進
や
子
育
て
支
援
等
、
地

域
創
生
実
現
に
向
け
た
予
算
編
成
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
６
億
円
と
倍

増
で
あ
る
。
小
学
校
大
規
模
改
造
整
備
事

業
、
保
育
所
整
備
事
業
、
市
民
会
館
建
設

事
業
の
取
り
組
み
も
始
ま
る
予
算
で
あ
り
、

保
育
・
教
育
・
街
づ
く
り
に
配
慮
し
た
予

算
だ
と
思
う
。

　

よ
っ
て
議
案
第
1
号
平
成
31
年
度
鹿
島

市
一
般
会
計
予
算
に
賛
成
す
る
。

議
案
第
１
号

賛
成
討
論

松
尾
　
征
子
　
議
員

　
消
費
税
が
10
%
に
増
税
さ
れ
る
と
家
計
を

直
撃
し
、
消
費
不
況
を
さ
ら
に
深
刻
に
す
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

全
国
的
に
も
増
税
反
対
の
運
動
は
大
き
く

広
が
っ
て
い
る
。
「
増
税
の
影
響
緩
和
」
を

す
る
と
言
う
政
府
の
景
気
対
策
は
異
常
な
も

の
。
「
目
玉
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
」
は
食
料
品

を
8
%
に
据
え
置
く
複
数
税
率
と
セ
ッ
ト
に

な
る
と
い
う
も
の
。
買
う
場
所
、
買
う
品
物
、

買
い
方
に
よ
っ
て
税
率
が
５
段
階
に
も
な
る
。

市
民
生
活
は
勿
論
、
消
費
税
免
除
事
業
者
に

も
新
た
な
負
担
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ
る
。

　

国
の
指
示
と
は
い
っ
て
も
10
月
か
ら
導
入

と
さ
れ
る
消
費
税
を
当
初
か
ら
反
映
さ
せ
る

こ
と
は
、
鹿
島
市
が
消
費
税
増
税
に
賛
同
し

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

よ
っ
て
議
案
第
1
号
平
成
31
年
度
鹿
島

市
一
般
会
計
予
算
に
反
対
す
る
。

議
案
第
１
号
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　鹿島市議会地方創生対策特別委員会は、地方創生に関する鹿島市行政の様々な取り組みを補完・推進
することを目的に平成２７年６月議会において設置された。
　最初の取り組みは、鹿島市の課題を知るために子育て世代へのアンケートを実施し、様々な子育てへ
の考えや要望を聞くことができ、大変参考になった。
　地方創生の課題を知るための学習会は二度行った。最初は佐賀県さが創生推進課で佐賀県の方針を
学び、二回目は、内閣府より鹿島市に地方創生担当理事として赴任された企画財政課納塚理事と、鹿島
市の現状と今後の方向性を話し合った。
　中小企業支援では、大村市産業支援センター、天草市起業創業中小企業支援センター、かしまビジネス
サポートセンターを訪問した。いずれも新たなビジネスの成功に高い成果を上げておられた。
　町おこしでは、佐世保市の四ヶ町商店街、人吉市のきじ馬スタンプ組合を訪ねまた。いずれも商店街を
何とか活性化しようと知恵と連携で地域を盛り上げている現状と心意気が感じられる取り組みだった。
　行政視察は、沖縄県を除く九州各県の地方都市を訪問し、その先進的な取り組みを学んだ。印象に残っ
ているのは、まず宮崎県延岡市と大分県佐伯市の食の連携バスク化構想である。これは県という行政区
を超えた取り組みで、斬新的なアイデアだと思った。
　長崎県南島原市の南島原食堂は、廃校となった校舎を利用して開設され、料理も素晴らしく、営業日に
は大賑わいとのことで、限界集落を活性化しようと市がアイデアを出して成功している点が印象的だっ
た。
　さらに鹿児島県出水市は、移住・定住に関する支援策・補助金が高く、定住だけでも３年間で１１８件の
契約が成立し、また、農家民泊への取り組みも積極的で、１２０件が登録、毎年修学旅行生３，０００人を受
け入れているとのことで、鹿島市も頑張らなければと思った。
　以上が活動の報告だが、まず鹿島市民のだれもが鹿島市に愛着を
持っていることを肝に銘じて取り組まなければならないこと、訪問
した各市、各団体とも高い熱意をもって地域の活性化を目指してお
り、鹿島市もより高い熱意とリーダーシップで地方創生に取り組ま
なければならないと思った。

　以上報告する。

　　　　　　　　　　　鹿島市議会地方創生対策特別委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　樋口　作二　　副委員長　杉原　元博　
　　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　稲富　雅和　　松本　末治　　光武　学　　福井　正
　　　　　　　　　　　　　　　　　オブザーバー　（議長）松尾　勝利

地方創生対策特別委員会  最終報告
　これまで4年間にわたり当委員会にて調査研究をしてきた内容を報告する。
　平成27年6月12日の本会議において、まちづくり推進構想対策特別委員会を設置する案が提出さ
れ、徳村博紀議員が委員長に、勝屋弘貞議員が副委員長に推薦され決定した。またオブザーバーとして
前半2年は光武学議員、後半2年は⻆田一美議員が参加した。当委員会の主な目的は、鹿島駅前周辺整
備・新世紀センター・市民会館建設・市営住宅等の大型案件を主体に調査研究することで、市民生活を
よりよいものにしていくということである。
　まず視察研修は、Ｈ27年11月16日からＨ28年6月28日までの3件の視察については平成29年3
月、すでに中間報告にて説明をしているので省略する。この後の視察研修は1件で、Ｈ29年7月10日
（月）～12日（水）の3日間、岡山県真庭市、2016年に木材利用優良施設表彰「農林水産大臣賞」を受賞
した真庭市落合総合センター。島根県安来市、
2010公共建築協会木造の公共建築賞を受賞し
た安来節演芸館。鳥取県境港市、賑わいを創出す
るまちづくり水木しげるロードについて視察研
修をした。ここでは鹿島市民会館の建替に際し、
市の財源や国の補助金等の制約の中で、木造建
築を参考とするため、最新の技術を終結した木造
施設を視察研修したが、真庭市及び安来市にお
いても地元の木材を大量に使用しており大変参
考になった。また境港市は、妖怪をモチーフにし
たまちづくりに取り組まんでおり、家族連れや若
者をターゲットにした観光で賑わいを作り出し
成功しており、観光客の増加に伴い、駅近くに近
代的な新しいホテルも建っていた。
  次に委員協議会については、計8回開催し、付託
された案件について協議を行った。
  次に意見交換会については、計3回、市民会館建
設検討委員会・市執行部と意見交換会を行った。
  市民会館建設については、当委員会での要望を
伝え、会場の広さや客席数の設計に反映して頂いた。その後、設計業者選定のプロポーザル、プレゼン
テーション・ヒヤリングが行われ、東京都の有限会社ナスカが設計をすることに決定した。今後の建設
予定は2019年７月から解体が始まり、2020年1月から建築工事に着手、建築完了が2021年10月と
なっている。
　そのほかの主な事業に、鹿島市中村住宅整備事業・鹿島駅前周辺整備事業があるが、鹿島市中村住
宅整備事業はＰＦＩ事業により北鹿島地区の旧警察署跡地に公営住宅20戸・定住促進住宅20戸が整備
され、市外からの入居者は18世帯50人となり、Ｈ31年3月の入居開始当初は共に満室となっている。
またＨ31年2月27日には完成披露会が行われた。駅前周辺整備に関しては、鹿島市商工会議所からの
提言を受け一度リセットしてしっかりとこれからのまちづくりにあったプランを考えていこうというこ
とになった。
　まだ大きな案件として市民会館建設・駅前周辺整備が残っているが、次の新体制に引き継がれてしっ
かりとした議論がなされることを期待して、まちづくり推進構想対策特別委員会の最終報告とする。

　　　鹿島市議会まちづくり推進構想対策特別委員会
　　　　　　　委員長　徳村　博紀　　　副委員長　勝屋　弘貞　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　委　員　片渕　清次郎　　中村　和典　　松田　義太　　伊東　茂　　松尾　征子
　　　　　　　オブザーバー　（副議長）⻆田　一美

まちづくり推進構想対策特別委員会  最終報告

　去る２月１５日に定例議会が開催され、平成３１年度一般会計及び後期高齢者医療特別会計の歳入
歳出予算（案）、後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例等が全会一致で可決された。
　平成31年度の特別会計歳入歳出予算総額は１,２５３億４４６万５千円、前年度当初予算比１９億４３
９万１千円（1.5％）の増となっている。
　平均被保険者数は、約１２万５,０００人（0.97％増）、一人当たり医療給付費は約９９万１千円
（0.66％増）を見込み、医療給付費総額は1.64％増の１,２３９億６,３２２万２千円を計上した。
　３１年度の保険料率は、均等割５１,８００円、所得割率9.88％、年間保険料の上限は６２万円であり、
３０年度と同じ。
　今回の条例改正で、低所得者の５割軽減、２割軽減の保険料率軽減基準が引き上げ拡充された。
　また、保険料軽減特例制度が平成３１年１０月に廃止され、９割軽減及び８割軽減ともに本則の７割
軽減となる。
　なお、8.5割軽減については、年金生活支援給付等を受けないため１年間据え置かれている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐賀県後期高齢者医療広域連合議会議員　　⻆田　一美

佐賀県後期高齢者医療広域連合議会 ２月定例会報告

▲真庭市落合総合センター

▲天草市起業創業中小企業支援センター

［平成31年３月議会号］ ［平成31年3月議会号］



行政視察受入状況
　　　　　　(平成平成31年1月～3月)

編
集
後
記

編
集
後
記

議長交際費を公表します。

１月２３日　兵庫県朝来市議会　　　10名

１月３０日　岩手県八幡平市議会　　10名

１月３１日　宮城県議会　　　　　　12名

２月　６日　山梨県山梨市議会　　　 7名

区　分

弔　慰

見舞い

祝　儀

会　費

接　遇

その他

合　計

金額単位：円

0

0

1

2

0

0

3

合計

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額

※この議会だよりは、全て原稿提出者
　の責任により編集されています。

1月 2月 3月
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0 
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0 

0 

25,200 

0

0

1

6

0

0
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0

0
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27,000

0

0

43,200

0

0

0

2

0

0

2

0

0

0

8,000

0

0

8,000

10日　議会だより編集委員会
15日　鹿島市農業再生協議会臨時総会
17日　議会だより編集委員会
18日　佐賀県市議会議長会
22日　杵藤地区広域市町村圏組合議会 １月臨時会
 議会だより編集委員会
23日　全員協議会
 地方創生対策特別委員協議会

  4日    新年度予算審査特別委員会（～３月12日）
11日　まちづくり推進構想対策特別委員会
12日　議会運営委員会
14日　３月定例会　一般質問（～３月15日）

  ４日 議会運営委員会
  ７日 全国広域連携市議会協議会総会
  ８日 全員協議会
 総務建設環境委員協議会
 文教厚生産業委員協議会
14日　鹿島・藤津地区衛生施設組合議会 ２月定例会
 杵藤地区広域市町村圏組合議会 事前勉強会
15日　後期高齢者医療広域連合議会 定例会
18日　議会運営委員会
20日　３月定例会 開会　議案の上程（～３月22日）
 全員協議会
 国道498号整備促進期成会の提案活動（佐賀県）
22日　杵藤地区広域市町村圏組合議会 ２月定例会開会
26日　３月定例会　議案審議　質疑、討論、採決
28日　総務建設環境委員会
 西部広域環境組合議会 定例会

2月

1月
18日　議会運営委員会
 全員協議会
 ３月定例会　一般質問
 全員協議会
22日　全員協議会　
 ３月定例会
 委員長報告、議案審議、質疑、討論、採決、閉会
27日　杵藤地区広域市町村圏組合議会 ２月定例会閉会
29日　議会だより編集委員会

３月

３月

議会あれこれ
（平成31年1月～3月）

　
「
令
和
」
〜
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ

合
う
中
で
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
。
梅
の
花

の
よ
う
に
、
日
本
人
が
明
日
へ
の
希
望
を

咲
か
せ
る
国
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
〜

　
心
に
す
と
ん
と
落
ち
る
納
得
の
い
く
新

元
号
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
回
の
発
行
は

平
成
の
御
代
の
最
後
、
ま
た
、
我
々
の
任

期
最
後
の
仕
事
と
な
り
、
少
し
で
も
議
会

の
こ
と
が
身
近
に
感
じ
て
頂
け
た
か
ど
う

か
・
・
・
。

　
限
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
数
の
中
、
議
会
を
少

し
で
も
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と
工

夫
し
て
作
っ
て
き
ま
し
た
。
新
し
く
議
員

に
な
ら
れ
る
方
々
に
こ
の
思
い
を
託
し
、

こ
の
時
期
に
「
か
し
ま
議
会
だ
よ
り
」
の

編
集
に
関
わ
れ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。


	_01
	_0203
	_0405_ゆ
	_0607_ゆ
	_0809
	_1011
	_12

